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東北技術事務所３つの支援

技術支援 人材育成支援

災害対策支援

安全で安心できる強く美しい東北をめざして

－３つの支援を基に、東北の管内各事務所・自治体と
建設技術をつなぐ絆となり社会資本整備を支えます－

道路・河川施設の点検・診断
・予防保全対策の検討

災害対策用機械による
災害対策支援

体験型実習施設等による
人材育成支援
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４つの重点項目

① 構造物の適切な維持管理・保全

② 工事の品質と担い手の確保

③ 防災・減災に資する技術

④ 技術力の向上
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東北技術事務所全景



東北技術事務所は東北地方における急峻な地形・積雪寒冷地など厳
しい自然条件にある道路構造物や河川構造物の維持管理・保全につい
て、技術的な支援を行っています。

構造物に係わる点検・補修等の情報をデータベース化し、維持管理のためのプラットフォー

ムを構築します。
情報の共有・活用を促進することで、管内事務所が行う劣化・損傷状況等を踏まえた維持管

理を支援します。

適時・適切な維持管理・更新の推進を行うため、点検・診断やメンテナンスに係る技術開

発、長寿命化やライフサイクルコスト低減のための調査検討に取り組んでいます。

診断結果
の登録
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維持管理情報の集約・体系化

点検・調査 分析・検討

点検結果
の登録

分析結果
の登録

提供・支援 提供
・支援

活
用

維持管理・保全の技術的な支援

構造物の維持管理に係る情報基盤整備

点検・診断・保全技術の開発促進

重要構造物における重大損傷発生時の調査支援

構造物の適切な維持管理・保全

東北地方における地方公共団体の要請により緊急かつ高度な技術力を要する橋梁等に

対する「直轄診断」の実施に参画し、技術的な支援に取り組んでいます。
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地方公共団体への技術支援

構造物の維持管理・保全について、地方公

共団体へ、予防保全対策の提供や技術支援
を目的とした橋梁上部などの研修に取り組ん
でいます。

道路メンテナンス会議 橋梁研修



令和３年度

道路保全の調査

定期的に路面性状を調査し舗装の劣化状況を把握することにより、効率的な舗装の修繕計
画策定に役立てています。

調査は路面性状測定車により、わだち掘れ、ひび割れ、平たん性のデータを収集しています。

道路陥没による事故防止のための路面下空洞調査及び、効率的な舗
装修繕計画策定のための舗装劣化状況調査を行い技術支援をしていま
す。

空洞による路面陥没を防止するため、電磁波レーダを搭載した路面下空洞探査車等を用いて、
事前に空洞を発見しています。

空洞調査や空洞（陥没）補修箇所の結果についてはデータベース化し、道路管理者等がパト

ロール時において注意すべき箇所を把握することや、効率的な調査の立案に活用できるよう、取
り組んでいます。

路面性状調査

路面下空洞調査

路面性状測定車の外観（イメージ） 測定の概要(イメージ）
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調査：電磁波
レーダ探査車
を用いて調査
を実施。取得
したレーダー
信号を解析し
て空洞の可能
性のある異常
信号を抽出

道路管理
事務所へ

報告

対策：道路管理者におい
て空洞可能性箇所の補修
工事を実施。

東北技術
事務所へ

報告

データ管理：日常の維持
管理に活用できるよう調
査結果及び各道路管理事
務所の補修結果等の履歴
をデータ管理。

※政令市、特別区含む

出典：国土交通省道路局

異常信号データ

＜道路の陥没発生件数とその要因：道路陥没発生件数の内訳（全国）＞



河川管理施設の点検・調査・予防保全

管内の直轄で管理する河川には、約１，３００施設の樋門、樋管、水門があり、50年以上経過

した施設は全体の約４割であり、20年後には約６割へと老朽化が進行して行きます。

樋門等施設が適正に機能を発揮し、長寿命化を図るためには、適切な点検と診断、補修が不

可欠であり、河川事務所との連携により、点検、診断技術の確立とPDCAサイクルによる点検手

法の統一化を目指して検討をしています。

その他、堤防保全や河道管理について検討し、予防保全技術の向上に取り組んでいます。

【樋門、樋管等の長寿命化に向けた取り組み】

「樋門等点検」「樋門等分析診断」

東北管内約１，３００施設の樋門、樋管等の定期点検、詳細点検及び劣化原因の推定、健全度評価等を実施

「樋門等施設点検データベースシステム」

樋門樋管施設の点検結果（健全度・劣化進行度）データを蓄積し、施設維持管理を支援するシステムを構築

【堤防、河道の適正な管理に向けた取り組み】

「堤防開削調査」

堤防開削時にスケッチや土層観察・各種試験を実施し、堤防の質的向上（耐浸透、耐震等）のための調査

【河道の安定管理に向けた取り組み】

「大規模河道掘削手法検討」

植生状況、河道形状や河床材料、河道特性に応じた再堆積を抑える最適な河道掘削手法を検討

老朽化が進む河川管理施設の点検・調査業務を推進し、施設の状態を
統一的に判定することで、管内事務所の計画的な予防保全（補修）を技
術支援しています。

樋門等施設点検データベースシステム

河川管理施設の点検・調査・予防保全
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堤防開削調査

プラット
フォーム：
ドローン

樋門等施設点検データベースを中心に、各段階のデータ
を管理・蓄積し、蓄積したデータを活用してサイクル型維
持管理を実現

・事前準備
・現地点検

・過去の点検データと比較
・劣化原因の推定

・健全度評価

・補修計画立案
・河川維持管理計画へ反映 ・予防保全・補修工事の実施

樋門・樋管のサイクル型維持管理 概念図

全体写真やスケッチ、土層判定

既設函体の外観調査

撤去する樋門樋管は外観調査（損傷状況の調
査等）を実施し、施設の維持管理に役立てます。



◆管内機械設備の維持管理データベース

管内機械設備の維持管理データの一元管理を実施しています。

蓄積データを分析することで、劣化や変状を数値化し、設備状態を定量的に評価します。

河川、ダム用機械設備の診断・予防安全

河川用機械設備であるゲート設備やポンプ設備は、国民の生命と財産を守るため、洪水など非常

時に確実な稼動が求められるものです。 設備の信頼性をより高いものとする、『状態監視保全』に

よる維持管理を東北全体で実施していくための体制構築に向けて取り組んでいます。

分解整備の結果

管内機械設備の維持管理データを分析・評価することで、管内事務所
が行う計画的な維持管理を技術支援しています。

設備の劣化傾向を監視する手法

設備状態を評価する手法

・傾向管理データの蓄積

・設備状態の評価

・点検整備技術の検証

◆設備診断技術の導入

高度な診断技術（振動周波数解析 、潤滑油分析）による傾向監視を実施します。

運転状態の計測値を利用して、分解をすることなく機械内部部品の状態変化を評価します。

運転状態の計測 劣化傾向の解析

【東北全体で対応する維持管理の実現】

河川事務所等 東北技術事務所

長寿命化計画、更新 整備基本計画の立案

点検・整備・更新

健全度評価

＋
設備
診断

データ
ベース
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定期点検



◆目的
コンクリート構造物の更なる品質向上を目指し、技術

支援として 監督職員が実施するコンクリート打設時の
受入検査をサポートしています。

◆受入検査の意義

構造物に要求される品質及び耐久性を確保するため、
誤った品質のコンクリートの使用を未然に防止するもの
です。

東北地方における厳しい自然環境の中にあるコンクリート構造物の更
なる品質向上、耐久性向上を目的に、現場生コンクリートの品質確保
に資する技術支援を行っています。

コンクリート品質確保の取り組み

コンクリート打設現場での受入検査

工事の品質と担い手の確保

◆効果
コンクリート受入検査の実施により、品質安定に苦慮するプラントの改善事例が複数見られる

など、受入検査によるコンクリート品質確保の効果は確実に現れています。
また、現場担当者（請負者）からの“声”として、品質再考の『場』・技術的情報取得として役に

立ったという意見、検査後に意識変化（コンクリートの性状確認、プラントと密な打合せ増）が見
られるとの評価もあり、継続した取り組みを行い、東北管内のコンクリート品質確保に寄与して
いきます。

・塩化物量測定

・単位水量測定
・スランプ試験
・空気量測定 （必須）

コンクリートの
圧縮強度試験 （必須）

（必須）
（その他、工種で指定）

（必須）

施工管理

（工事写真を含む）

非破壊検査

施工管理

・テストハンマーによる強度推定

ひび割れ調査

生コンの受入検査出来形管理

品質管理

・配筋状態及びかぶり

任意の時間に受入
検査を実施

【実施内容】

東北技術事務所が行う意義

◆発注者自らが品質チェック（試験技術力・試験機器保有）
◆東北管内（直轄工事）の生コン品質の実態把握
◆不合格要因の分析と改善策の助言（品質改善）
◆生コン品質・試験技術の意見交流（技術力向上）

現場コンクリートの品質向上に対する技術支援
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橋梁業務概



実物大の臨場感！体験型河川堤防等実習施設

＜実習状況＞

計測技術の習得

利用希望の際は、利用申込書を東北技術事務所のホームページからダウンロードしてお申込ください。ＵＲＬ：
https://www.thr.mlit.go.jp/tougi/gijutsuryoku/jinzai/kasenshisetsu.html

堤防
樋管

護岸

河川管理施設に生じうる変状とそのメカニズム、計測方法や評価などに
ついて、河川施設の点検技術力の向上や若手技術者の人材育成を目的
として、「見て・触れて・考える」をコンセプトに堤防、樋管、護岸の構造物
の不具合を再現した実物大で、東北地方唯一の体験型実習施設です。
どなたでも体験できます。（無料）

体験型河川堤防等実習施設

実習施設は、堤防等の河川管理施設に生じうる変状（異常箇所）が、常に確認できるように不
具合を再現しています。

実習では、変状の発生要因、計測方法、評価の判断、対策方法の基礎技術を習得します。

点検技術の習得（護岸の打音による空洞化調査

本
川

実習施設は、「土堤部」、「樋門」、「取付護岸及び
付帯施設」で構成され、変状要因により３つのゾー
ンに分けて変状を再現しています。
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コンクリートの施工不良箇所の再現や施工手順など、「見て・
触れて・考える」をコンセプトに橋梁下部工、橋梁上部工、函渠
工などの構造物が実物大で製作されている実体験施設です。

工事監督・検査における対応技術の向上や施工手順、品質の良
否判定などの基礎技術や判断技術を習得することを目的とした、
東北地方唯一のものです。

実物大の体験型土木構造物実習施設

体験型土木構造物実習施設

公共工事の品質確保、若手技術者の技術力向上、技術力の伝承を目的として設置され、橋梁

下部工、橋梁上部工、函渠工などの構造物を配置した実習施設です。
不適切施工、施工手順等を再現しています。

橋梁下部工

函渠工

事務所構内施設配置図

※コンクリートモデルの構造物では、コンクリートの施工不良箇所を故意に再現し、その不具合と
原因、対策について考えます。

橋梁下部工橋梁下部工

橋梁上部工鋼箱桁
コンクリート床版

橋梁支承工

PC中空床版

橋脚支承部
制震ダンパー

PCT桁

函渠工函渠工

利用希望の際は、利用申込書を東北技術事務所のホームページからダウンロードしてお申込ください。ＵＲＬ：
http://www.thr.mlit.go.jp/tougi/gijutsuryoku/jinzai/taikengata.html

R4.3.31現在

【2008(H20)～2021(R3)年度利用者内訳】
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全国初！ 官民合同の講習会を継続開催します。

～官民共同で若手技術者を育成！～

基礎技術講習会

「第１１回復興加速化会議」（令和２年１２月１０日）にて示された「東北復興『働き方・人づくり改革プロ
ジェクト』」の一環として、将来を担う若手技術者を育成する「基礎技術講習会」を加盟１７団体が連携
して継続開催します。令和３年度は、延べ３０５名が受講しました。

基礎技術講習会（聞く・見る・試す）

● 講習会、研修などでサポート

・ 自治体職員を含む人材育成協議会の活動推進
・ 自治体職員の防災対応力向上試験（学び塾）

働く人々をサポート！（人づくり支援）

東北復興働き方改革プロジェクト

アスファルト：実習（令和３年度） ICT・UAV：実習（令和３年度：岩手県）10



未来の技術者である高校生を対象に、橋の模型づくりの体験（楽し
さ、創意工夫）を通じて、橋の知識の習得とともに、社会を支える基盤
となる橋等の土木構造物への理解を深めて頂く育成支援を行ってい
ます。

高校生「橋梁模型」作品発表会

高校生「橋梁模型」作品発表会は、未来の技術者である高校生を対象に、平成１４年度から
毎年開催しています。これまでの出展数及び応募数は延べ７９６作品・３９３校となっております。

第２１回（令和４年度）橋梁模型作品発表会

高校生「橋梁模型」作品発表会

令和４年度高校生「橋梁模型」作品発表会は
令和５年２月１５日（水）にエル・パーク仙台（仙
台三越141ビル6階、ギャラリーホール・スタジオ
ホール）で開催しました。

３年ぶりに実会場での開催を行うことができま
したが、会場に詰めかけた約４０名の高校生に
よる熱気に圧倒される１日になりました。

都合により当日来場できなかった高校もあり
ましたが、WEBを活用してのプレゼン発表や受

賞あいさつをいただくなど、実開催とＷＥＢ活用
のハイブリッド方式による発表会は大成功を収
めることができました。

第２１回受賞作品
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受賞名 学校名 作品名

最優秀賞 秋田県立横手清陵学院高等学校 開運橋(二度泣き橋)

ストラクチュラル大賞 秋田県立横手清陵学院高等学校 開運橋(二度泣き橋)

ストラクチュラル大賞 2位 秋田県立能代科学技術高等学校 あやとり橋

ストラクチュラル大賞 3位 宮城県古川工業高等学校 雲の上のギャラリー

ビジュアル大賞 秋田県立横手清陵学院高等学校 開運橋(二度泣き橋)

ビジュアル大賞 2位 青森県立青森工業高等学校 鶴の舞橋

ビジュアル大賞 3位 秋田県立能代科学技術高等学校 あやとり橋

アイディア大賞 秋田県立能代科学技術高等学校 あやとり橋

アイディア大賞 2位 青森県立青森工業高等学校 フォート・マディソン有料橋

アイディア大賞 3位 秋田県立横手清陵学院高等学校 開運橋(二度泣き橋)

審査員特別賞 創学館高等学校 末広橋梁

プレゼンテーション賞 青森県立青森工業高等学校 鶴の舞橋

プレゼンテーション賞 宮城県古川工業高等学校 雲の上のギャラリー

入賞 青森県立八戸工業高等学校 厳島神社　反橋

入賞 岩手県立一関工業高等学校 旧祭畤大橋

入賞 仙台市立仙台工業高等学校 中橋

入賞 宮城県石巻工業高等学校 ブルックリン橋

入賞 宮城県黒川高等学校 Pont　de　Pierre

入賞 宮城県黒川高等学校 ドイツ・クロムローラコツ橋

スタジオホール（プレゼン・表彰式等会場）

プレゼンテーション発表 表彰式

記念写真

ギャラリーホール（展示会場）



業務概要

災害対策用機械を配備し、災害時には速やかに現場へ出動させ、災害
対応の支援をしています。

災害対策用機械の配備・運用、派遣支援

排水ポンプ車をはじめとする派遣支援

災害対策用機械の配備・運用

災害対策用機械出動イメージ

東北地方整備局では、管理している河川や道路の災害対応の他に、自治体等との間で大
規模な災害が発生した場合（又はその恐れがある場合）における相互応援の申し合わせを
締結し、災害対策用機械の派遣支援を行っています。

防災・減災に資する技術

12

令和３年８月 青森県むつ市
派遣内容：応急組立橋による道路交通確保

令和４年７月 宮城県大崎市
派遣内容：浸水箇所の排水作業（内水排除作業）

令和４年８月 青森県中泊町
派遣機械：浸水箇所の排水作業（内水排除作業）

機械名 規格 配備台数

対策本部車 拡幅型 2台

待機支援車 9床式 1台

排水ポンプ車 30m
3
/min 3台

照明車 20kVA　ブーム式 4台

分解対応型バックホウ 1.0m3 遠隔操縦式 1台

簡易遠隔操縦装置（ロボQS） バックホウ用 1基

橋梁点検車 歩廊式、バケット式 4台

水中探査装置 最大水深140m 1台

土のう造成機 360袋/h 1台

応急組立橋 40m 2橋

衛星通信車 1台

移動型衛星通信設備（Car-SAT） 1台

衛星小型画像伝送装置（Ku-SAT） 1基

5GHz帯無線アクセスシステム（ｉ-RAS） 1基

24台　　合　計



東北技術事務所では、災害時より迅速に対応出来るオペレータ育成を図るため、災害協定を締
結している東北建設業協会連合会の協力を得て、東北６県の建設業者のオペレータを対象とし
てバックホウの遠隔操作講習を実施しています。

災害時に備えた操作訓練等の実施

災害対策用機械の指揮・操作技術力強化のため、関係職員を対象とした
危機管理（機械）エキスパート講習を実施しています。

また、災害に備え、応急組立橋の点検や災害協定を締結している建設業
者のオペレータに対し、遠隔操作式バックホウの講習会を実施しています。

遠隔操作式バックホウ講習会

応急組立橋の点検実施

東北技術事務所では、応急組立橋の出動に備え、事務所構内において応急組立橋の点検を実
施しています。
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危機管理（機械）エキスパート講習の実施

遠隔操作（モニター）による大型土のう積み作業遠隔操作（目視）での掘削作業

組立点検完了横桁架設作業主構組立作業

照明車の操作訓練 排水ポンプ車の操作訓練

近年、大規模地震の危険性の逼迫や大雨による土砂災害が頻発していることを踏まえ、災害
対策用機械による即応体制の強化を目的として、災害対策用機械の運用に係る技術的指導や
作業計画等の助言を行えるよう講習会を実施しています。



業務概要

新技術開発者及び工事実施事務所の担当者に対して、新技術の登録・
活用・活用効果調査・評価の各段階で技術支援を行い、新技術の活用促
進を図っています。

http://www.netis.mlit.go.jp

新技術活用に関する取り組み（ＮＥＴＩＳ）

新技術の活用の流れ

新技術の施工新技術の登録

技術開発

公共工事等における新技術活用システム

NETIS
登録

事後
評価

発注者指定型 活用

請負者希望型 活用

技術開発者から申請のあった新
技術について、技術内容の確認、
申請内容の技術指導を行い、技
術にNETIS番号を付与するととも
に、NETIS（申請情報）に登録し
ます。

①登録段階での支援

現場での新技術の活用支援とし
て、新技術の工法抽出・選定及
び積算関連資料の作成を行って
います。

②活用段階での支援

新技術活用への支援

民間企業等での
研究・開発

－技術開発の取り組み－

施工現場における技術的課題やニーズに対応した技術開発に取り組んでいます。

（自動化・効率化・高機能化・高度化等）

現場のニーズ・情報

既存機械の改良
新機種の開発
調査・研究・試験 など

事務所等 東北技術事務所

技術開発の取り組み

技術力の向上

工事で活用された新技術につい
て現場担当者の調査負担の軽
減を図るため、サポート体制を設
けて問合せ等に対応しています。
また 現場で実施された活用効果
調査表の記載内容の確認を行い、
調査内容の精度向上を図ってい
ます。

③評価段階での支援
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従来型除雪グレーダの可変幅ブレード操作レバー

－技術開発の取り組み－

近接車両検知システムの開発
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平成30年度文部科学大臣表彰 創意工夫功労者賞受賞

【装置の特徴】

◆除雪グレーダ以外の車両に対しても搭載が可能

◆検知エリアは自車線＋左右1車線(常時)のため、梯団作業時の走行位置に関係なく使用可能

◆検知エリア内であれば、路側を走行する軽車両等も検知

◆交差点などで停止中の車両や対向車は検知しない

近接車両検知システムは、助手の役割を担う新たな支援システムであり、「後方から接近する車両

の監視と通知」を行うシステムです。このシステムにより、１人乗り除雪グレーダにおいて２人乗りに

近い環境を提供することが可能であり、これにより作業中の安全を確保することが可能となりました。

検知装置 〔車両後部〕

通知装置 〔キャビン内〕

令和3年度文部科学大臣表彰 創意工夫功労者賞受賞

従来の2人乗り除雪グレーダに代わり、新型の１人乗り土工用モータグレーダをベースとして、除雪

作業幅員を4.0m～6.0mに可変できる除雪用ブレードを開発しました。除雪作業幅を4.0m～6.0mに

可変できることにより、1台で1.5車線分の除雪が可能となります。

縮小時：4.0m

拡幅時：6.0m（片側各1.0m）

新型除雪グレーダの可変幅ブレード操作レバー

〔左側の伸縮操作〕 〔右側の伸縮操作〕

【装置の特徴】

◆操作スイッチの配置最適化

ハンドルから手を離さずに安全かつ直感的な操作を実現

◆伸縮速度の向上と均一化

ブレードの左右伸縮速度均一にし、操作性を向上

除雪グレーダ用可変幅型
ブレードの開発



水質データの評価

東北管内１２水系（河川・ダ
ム）を対象に、当事務所が一括し
て水質の分析データの評価を行っ
ています。
確認を要するデータについて、

担当事務所で行う採水～分析～整
理一連での原因有無確認と分析
データ採用可否判断を支援します。

河川･ダムにおける水質調査

◆水質分析
東北管内の河川及びダムの

ち、宮城県内を対象として、
当事務所の試験室にて水質分
析を行っています。

〔水質分析の様子〕

水質調査は、河川等流水の総合管理の一環として実施するものです。

環境基準達成の確認・監視のほか、水資源開発や利水計画などの基礎資料
について、技術支援を行っています。

◆水質調査の技術向上
水質関係業務に関わる担当者を対象とし、

試料採取が分析結果に与える影響やデータ
の見方などの講習を実施。

水質調査技術向上 と 緊急時の水質分析

◆緊急時の水質分析
水質事故等の緊急時、当事務所の試験室にて

臨時水質分析を行います。
担当事務所に対し、助言を通じて技術的支援

を行います。

◆水質データ評価

水質分析 と 微量化学物質分析

◆微量化学物質分析
関係事務所の協力のもと、

東北管内１２水系（河川・ダ
ム）を対象にダイオキシン類
の分析を行っています。

●：ダイオキシン類
調査地点（Ｒ２実績）

〔評価の一例〕
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建設技術公開「ＥＥ東北」

ＵＡＶ競技会の状況

ＥＥ東北‘２２技術分野別出展者数、技術数

ＥＥ東北は、建設事業に係わる新材料、新工法、その他自体のニーズに
対応して開発された新技術を公開し、その普及を図ることにより、さらに新た
な技術開発の促進と、良質な社会資本の整備を通じて、地域社会の発展
に寄与することを目的として、平成２年から毎年開催しています。

※ＥＥとは Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ Exihibition （ｴﾝｼﾞﾆｱｴｷｼﾋﾞｼﾞｮﾝ）の略で新技術を広く公開するという意味

17

ＥＥ東北来場者数等の年度別推移

【ＥＥ東北‘２２の特徴】
・平成2年度に開催されたＥＥ東北’90から数えて31回目の開催で、今回は新たに以下のプログラムや対策を実
施しました。
基調講演（国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課長）、インフラDX(ICT)体験広場、西館インフラ
DX展示（九州技術事務所展示等）、新型コロナウイルス感染症対策（来場者の事前登録、QRコードによる
入場者数管理、WEBによるライブ配信の開催などを行いました

【ＥＥ東北‘２２の開催概要】
・「夢メッセみやぎ」ほかを会場に6月１日（水）～６月２日（木）の2日間開催
・来場者：６月１日６,２００人、６月２日６,０００人、合計１２,２００人

【出展技術】
・建設関連分野に係わる新材料、新工法、その他時代のニーズに応え開発された新技術を公開
・IＣＴ（情報通信技術）やＡＩ（人工知能）などのＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）に関連する技術
中心に、過去最大の358出展者による1,040技術が集結

技術分野 出展者数 技術数

（Ａ）設計・施工 １３４ ４０２
（Ｂ）維持管理･予防保全 １３４ ３６９
（Ｃ）防災・安全 ６５ １９２
（Ｄ）建設リサイクル・その他 ２５ ７７

計 ３５８ １，０４０

基調講演

新技術展示会（屋内） 新技術展示会（屋外） 新技術展示会（西館）

DX（ICT）体験広場 新技術プレゼンテーション
西館DXインフラDX展示
で実行委員長も体験

出展企業紹介
コーナー

屋内展示棟全景



東北技術事務所 組織図

事 務 所 長

総括技術情報管理官

副 所 長 （ 事 務 ）

副 所 長 （ 土 木 ）

技 術 情 報 管 理 官

上 席 専 門 職

保 全 対 策 官

副 所 長 （ 機 械 ）

総 務 課 【☎ ０２２－３６５－８１５８】
総括的な窓口、及び職員の福利厚生関係、職員の研修に関
する業務を担当しています

経 理 課 【 ☎ ０２２－３６５－７９６７】
予算管理及び支払事務、請負業務・物品の購入等の契約、
財産管理に関する業務を担当しています

施工調査・技術活用課 【 ☎ ０２２－３６５－７９８３】
施工技術や建設機械に関する調査・検討、機械設備の計画
的な維持管理支援、新技術の活用促進・民間開発技術の
受付審査を担当しています

防災・技術課 【 ☎ ０２２－３６５－５８９７】
災害対策用機械や資機材の管理・運用並びに現地対策の支
援、防災対応技術者の育成業務、所内の電気・通信・情報施
設の管理を担当しています

維持管理技術課 【 ☎ ０２２－３６５－７９７１】
技術系の総括的な窓口として、技術管理業務及び道路の保
全（舗装等）に関する業務、橋梁の点検・診断に関する業務
を担当しています

建 設 専 門 官

技術情報誌WEB formosus（ウェブフォルモス）

WEB formosusは、東北技術事務所が取り組む様々な業務や新技術、
最新の話題等について、紹介しています。
WEB formosusはこちらでご覧いただけます。

フォルモス 東北技術事務所 検索

品質調査課 【 ☎ ０２２－３６５－７９８８】
河川施設の点検等予防保全業務、水質調査精度管理、公共
工事の品質確保のためのコンクリート・アスファルト試験の実
施、体験型構造物実習施設業務などを担当しています
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国土交通省 東北地方整備局

東北技術事務所

〒985-0842 宮城県多賀城市桜木3-6-1
TEL 022-365-8211（代表）
FAX 022-365-7969

東北技術事務所 検索

ホームページはこちら

東北技術事務所
ホームページの
ＧＲコード →
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国土交通省 東北地方整備局

東北技術事務所

〒985-0842 宮城県多賀城市桜木3-6-1
TEL 022-365-8211（代表）
FAX 022-365-7969

R5.3月作成

東北技術事務所


